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R20b CO(J=3-2) Observations of MS1512-cB58 at z=2.72
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z = 2.72にある形成中の銀河候補であるMS1512-cB58(以下 cB58)の CO(J=3-2)輝線をターゲットとした観
測の結果を報告する。
cB58は非常に明るく (MV ∼ −26)、紫外域のスペクトルからは現在も激しい大質量星形成が行われているこ
とがうかがわれ、その星形成率は 4700M⊙yr

−1にも及ぶと見積もられている (Yee et al. 1996、Ellingson et al.
1996)。さらに、観測される SEDとモデルとの比較から、cB58の恒星系の年齢は 100Myrを越えないとされる。
また、現在までの観測事実からは AGNを伴っていないものと見られる。この cB58の CO分子輝線を観測する
ことで、AGNの影響を受けていないノーマル銀河の形成途上の分子ガスの物理状態を調べられるものと期待さ
れる。
我々は今年 1月に野辺山 45m鏡を用いて、93GHz付近に赤方偏移した cB58の 12CO(J=3-2)輝線をターゲッ
トとした観測を行ったが、輝線を有意に検出することはできなかった。CO(J=3-2)輝線光度の 3σ upper limit
は、輝線幅を 300 km s−1と仮定して、4.4× 1010 K km s−1 pc2 であり、これは水素分子ガス質量に換算すれば
2× 1011M⊙ に相当する (但しGalactic conversion factorを適用)。これらは Frayer et al. (1997) による結果を
confirmするものである。
cB58のHα輝線光度/CO輝線光度比 (L(Hα)/L′(CO))の下限値を近傍銀河の値と比較したところ、それらの
うちもっとも大きなものでの値と同程度であることが分かった。


